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要 約 

本論文は、木質ラーメン構造の地震時挙動に関して解析的に検討を実施したものである。

まず、時刻歴応答解析によって木質ラーメン構造、耐力壁を耐震要素とする軸組構造、さ

らにラーメンと耐力壁の併用構造、の３種類の構造について実大振動台実験の応答変形の

追跡を試み、用いた解析モデルの妥当性を確認した。次いで、確認された解析モデルを用

い、ラーメン構造、併用構造に対して、現状の耐震設計法や地震時挙動の課題と考えられ

る事項、たとえば、ラーメン構造の応答変形が接合部に作用される点やラーメンと軸組構

造の足しあわされた構造の地震時安全性、を取り上げ検討した。その結果、ラーメン構造

は、接合部の履歴吸収エネルギーの大小による応答変形の増減を定量的に明らかにされ、

対象としたラーメン接合部の軸組構造と同程度の地震時応答変位になる設計上の限界変形

点を決めた。併用構造については、ラーメンによる応答変位の増加を定量的に明らかにし

た。 
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